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｢携帯端末向けマルチメディア放送サービス等の在 り方に関する懇談会報告

書｣(秦)に関し､別紙のとおり意見を提出します｡



5頁 14-16行

14頁 表内

24頁 13行 

第(1章新たな放送の制度は､出来る限 り事業者の創意工夫を検討の基本的視点21⑤)基基本本的的考考ええ方方
生かせるものとすることによって､中長期的に国民の多
様なニーズを満たし､かつ､ビジネスとして維持できる
ことに留意 した○

第 2章 実現する放送
表内 地方ブロック向けデジタルラジオ放送
制度化の理念 
●｢地域振興｣｢地域情報の確保｣

｢地域文化 .地域社会-の貢献｣
｢既存ラジオのノウハウの活用｣
●●●｢通信 .放送融合型サービスの実現｣

ついては､従来の地上放送と同様に､より多くの国民に

｢出来る限り事業者の創意工夫を生かせ｣かつ､ ｢ビジネス
として維持できる｣ことには賛同します○
従来の放送制度とは違 う規制緩和により事業者の 自主性を重

んじ､事業の発展 .継続性に留意 した制度を望みますo 

｢地域振興｣｢地域情報の確保｣､｢既存ラジオのノウハウの
活用｣については現行の FM放送の実績やノウハウを活用すべ
きと考えます○ 

受信を唯一の基準とするのではなく､車載端末による移動体受
サービスが提供できるよう､当該放送を行 う事業者には､信や携帯端末受伯のカバー率を高めることを評価するなど､事
サービスエ リアにおいて ｢あまねく受信｣できるように

努めることを求めることが適当であるCこうした努力義務に加え､｢開始 5年後に 90%以上の世帯カバー率を実現すること｣を､例えば､事業参入の際の条件にすること等により制度的に確保することも考えられる○

3)新たな周波数割当て方法の検討地方ブロック向け放送｣の扱い地方ブロック向け放送｣につ(2 これまでみたとお り､｢｢
いては､｢地方ブロック｣を誰がどのように区分けをす
るかが今後の検討に委ねられているo

このてん､｢地方ブロック向け放送｣について､
① 1の者がすべての地方ブロックで ｢地方ブロック向

け放送｣を行 うこと､又は､すべてのブロックの申請
者が連携 して申請することを前提とする場合

業性や地域性に配慮 した､なるべくゆるやかで柔軟な条件を望

みます○ 

イア放送が実現可能な効率的な区分けと同時に事業採算性を加
味した区分けが望まれる○そのためには,全国一つの､もしく
は全国連携可能な事業者によるブロックの区分け申請を是と 
し､そのための制度整備を望みますo
また､ブロック分け､周波数の割 り当て､置局のありかたな

どについては､全国向け放送と同様､放送事業者の創意工夫に



第 4章 制度の在 り方
用することも考えられる○

具体的には､地域情報の伝達手段としての役割も担
｢地方ブロック向け放送｣について､コンテンツ流通促

進､-災害情報の確保､技術面の観点からNHKが関わ
ことや､｢全国向け放送｣について､例えば､外国人向
け放送の良質なコンテンツの供給源としての役割を果た
すこと等が考えられる○

ただし､こうした枠組みを超え､NHKが､例えば放

送事業者としてより主体的な取組を行うこと ついてはNHKの放送メディア全体に対する役割や受信料との関係等を踏まえつつ､その必要性について十分にに検討を行うことが必要である○

う

る

､ 

30貢～ 25行～

こうしたサイマル放送については,マルチメディア放
送において､国民のニーズを反映した自由な事業展開を
可能とするため､特段の制約を設ける必要はないと考え
られる○

目下のNHKの役割に関する藩論を踏まえると､民業圧迫-
の懸念から､NHKは､ハー ド事業者､ソフ ト事業者とも参入
すべきではないと考えます○
･一方で､VHF帯､特に LOW帯を利用するためにNHKが
所有している設備 (中継所､アンテナなど)については､国民
的な財産といってもよいものと考えます○新 しい放送に参入す
る民間事業者に対し廉価で担供することは社会的な無駄を省く
とともに､Ⅴ-LOWにおける ｢地方ブロック向けマルチメデ
イア放送｣の事業性の向上やあまねく普及に大きく貢献するも

のとして､希望するものです○

形で､全国あるいは地域に根ざした優れたコンテンツが多く､
そ うした人気コンテンツは､ダウンロー ドサービスなど新たに
データ放送サービスを加えることにより､さらに国民の利益の
拡大につながるものと考えます○このようにコンテンツの工夫




